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可決・同意された知事提出議案

○令和2年度一般会計当初予算
対前年度約49億円(1.0%)の増加、総額4,720億円余の当初予算

その他43議案　※可決・同意された主な議案は、14ページにも記載

主な議案

2月定例県議会
代表質問
《自民党県政会：黒島議員、リベラル香川：山本（悟）議員、自民党議員会：香川議員》
一般質問《５会派、１2名の議員が登壇》
議員提出議案等《条例等2件、意見書2件を可決》
常任委員会だより・閉会中の委員会活動《1～2月中》
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自民党議員会

2月定例会
2月17日から3月18日

自民党県政会

2月定例会　代表質問

黒島　啓 議員

代表質問
2月20日

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
は
。

問

　
　

﹁
子
育
て
県
か
が
わ
﹂
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
は
。

問

　
　
浜
田
知
事
１
月
24
日
に
庁
内

連
絡
会
議
を
開
催
し
、感
染
症
の
現

状
や
国
の
最
新
情
報
の
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、29
日
に
県
環
境
保
健

研
究
セ
ン
タ
ー
で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

行
え
る
体
制
を
整
え
た
ほ
か
、２
月

３
日
に
県
内
５
か
所
の
保
健
所
で

感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
方
の
電
話

相
談
を
受
け
る
窓
口
で
あ
る﹁
帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設

置
し
、土
・
日
曜
日
を
含
め
、24
時
間

体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

　
本
県
で
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る

患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
保
健

所
で
状
況
を
確
認
の
う
え
﹁
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
﹂
へ
の
受
診
を
調

整
す
る
ほ
か
、
県
環
境
保
健
研
究

セ
ン
タ
ー
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、
陽
性
が
判
明
し
た
場
合
は
、
濃

厚
接
触
者
の
健
康
観
察
を
行
う
な

ど
感
染
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
民
生
活
や
県
内
の
観
光
等
へ

答

の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
２
月
10
日
に
は
、
庁
内
連
絡
会

議
を
拡
大
し
、
必
要
な
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　
工
代
教
育
長
新
学
習
指
導
要

領
で
は
、
新
た
に
﹁
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
﹂
の
視
点
か
ら
の

学
習
過
程
の
改
善
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
従
来
の
一
方
向
的
な
講
義
形

式
か
ら
双
方
向
型
の
授
業
へ
の
転

換
で
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
で
は

平
成
27
年
度
か
ら
延
べ
38
校
の
モ

デ
ル
校
で
指
導
方
法
の
実
践
研
究

を
行
い
、
成
果
を
発
信
す
る
な
ど
、

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
年
度
の
県
学
習
状
況
調
査
で

の
﹁
普
段
の
授
業
で
は
、
学
級
の
友

達
と
の
間
で
話
し
合
う
活
動
を
よ

く
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
﹂

の
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た

児
童
生
徒
の
割
合
が
４
年
前
と
比

べ
て
伸
び
、
小
中
学
校
と
も
に
授

業
の
進
め
方
の
転
換
も
図
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
度
は
、
新
た
に
﹁
英
語
指
導

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
﹂を
実
施
す
る

な
ど
、教
員
の
授
業
力
を
高
め
る
研

修
を
充
実
さ
せ
、
授
業
が
楽
し
い
、

面
白
い
と
感
じ
る
児
童
生
徒
を
増

や
す
と
と
も
に
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
新
た

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
　
　

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
は
。

問

答　
　
知
事
今
定
例
会
に
提
案
し
て

い
る﹁
第
２
期
香
川
県
健
や
か
子
ど

も
支
援
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
児
童
虐

待
対
策
は
、一
層
の
体
制
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
中
讃
地
域
に
一
時

保
護
専
用
施
設
を
設
置
す
る
社
会

福
祉
法
人
に
県
単
独
で
運
営
費
を

補
助
す
る
な
ど
、受
け
皿
確
保
と
児

童
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
。待
機

児
童
の
解
消
は
、
４
月
に
認
可
保

育
施
設
が
５
施
設
開
所
予
定
の
ほ

か
、
来
年
度
か
ら
保
育
学
生
の
修

学
資
金
の
貸
付
け
対
象
に
、
県
外

養
成
施
設
に
在
学
す
る
県
内
出
身

者
を
加
え
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園

教
諭
の
保
育
士
資
格
取
得
を
促
進

す
る
た
め
県
内
養
成
施
設
の
講
座

開
設
な
ど
を
支
援
す
る
。

　
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
３
年
間
、

地
域
の
実
情
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
、﹁
新
・

か
が
わ
健
や
か
子
ど
も
基
金
事

業
﹂
を
新
た
に
実
施
し
、
約
３
億
円

を
交
付
し
た
い
。
こ
の
事
業
に
よ

り
、
在
宅
で
子
育
て
を
行
う
家
庭

　
　

森
林
行
政
の
取
組
み
は
。

問　
　
知
事
山
地
災
害
危
険
地
区
を

重
点
と
し
て
、治
山
ダ
ム
等
の
整
備

や
植
栽
、保
育
等
の
治
山
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
森
林
所
有
者

等
が
行
う
間
伐
等
に
助
成
す
る
造

林
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、間

伐
や
木
材
搬
出
等
を
幅
広
く
支
援

す
る
と
と
も
に
、原
木
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
整
備
や
県
産
認
証
木
材

製
品
の
流
通
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、

県
産
木
材
の
公
共
施
設
で
の
利
用

拡
大
や
、
個
人
住
宅
、
民
間
施
設
で

の
利
用
へ
の
支
援
な
ど
に
努
め
る
。

　
拡
大
す
る
放
置
竹
林
の
広
葉
樹

等
へ
の
樹
種
転
換
を
は
じ
め
、
竹

材
や
広
葉
樹
材
の
利
用
促
進
な

ど
、
森
林
整
備
か
ら
資
源
の
利
活

用
ま
で
の
総
合
的
な
取
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
来
年
度
、
譲
与
額

が
増
額
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税

で
は
、
市
町
の
森
林
・
林
業
行
政
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
や
、
森
林
組

合
等
の
技
術
者
の
育
成
を
行
う
ほ

か
、
増
額
分
を
活
用
し
て
高
性
能

林
業
機
械
を
導
入
す
る
森
林
組
合

等
を
支
援
す
る
。

答

の
支
援
も
含
め
、
市
町
の
取
組
み

を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

高
松
環
状
道
路
の
整
備
は
。

問
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知
事
新
た
な
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
で
導
入
す
る
﹁
防
災
ア
プ
リ
﹂

に
、
各
市
町
か
ら
の
避
難
情
報
や

緊
急
情
報
が
プ
ッ
シ
ュ
通
知
さ
れ

る
機
能
、
最
寄
り
の
避
難
所
の
検

索
や
ル
ー
ト
案
内
、
登
録
し
た
家

族
等
の
安
否
確
認
の
機
能
な
ど
を

盛
り
込
み
、
適
切
な
避
難
行
動
の

た
め
の
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極

的
な
広
報
に
努
め
る
。

　
発
災
時
の
迅
速
な
情
報
収
集
の

た
め
、防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
被
災
状
況
等
の
情
報
を
時
系
列

で
市
町
と
共
有
す
る
ク
ロ
ノ
ロ

ジ
ー
機
能
を
取
り
入
れ
、県
と
各
市

町
と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、市
町
の

避
難
発
令
を
支
援
す
る
機
能
や
、避

難
所
管
理
機
能
、罹
災
証
明
書
発
行

業
務
を
迅
速
に
処
理
す
る
被
災
者

支
援
機
能
な
ど
、
各
市
町
の
災
害

応
急
対
応
を
支
援
す
る
様
々
な
機

能
を
備
え
て
お
り
、
各
市
町
職
員

も
含
め
た
実
践
的
訓
練
を
実
施

し
、
県
全
体
と
し
て
災
害
対
応
実

践
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

答

　
　
知
事
高
松
環
状
道
路
の
檀
紙

町
付
近
か
ら
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
付

近
ま
で
の
区
間
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト

高
松
か
ら
高
松
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
よ
る
時
間
短
縮
効
果
や

定
時
性
の
確
保
を
は
じ
め
、
高
松

市
中
心
部
の
幹
線
道
路
に
お
け
る

渋
滞
緩
和
や
災
害
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
確
保
等
に
有
効
か
つ
重
要
な

区
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
整

備
は
、
国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

整
備
方
針
を
検
討
し
て
き
た
が
、

地
元
高
松
市
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
そ
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
国
に

対
し
直
轄
事
業
と
し
て
来
年
度
か

ら
計
画
段
階
評
価
を
実
施
す
る
よ

う
要
望
し
た
い
。

　
関
係
す
る
琴
電
連
続
立
体
交
差

事
業
は
、
事
業
中
止
か
ら
約
10
年

が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
都
市
計

画
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
高
松

市
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、
来
年

度
か
ら
検
討
委
員
会
を
設
置
し

て
、
高
松
市
と
と
も
に
、
高
松
環
状

道
路
の
整
備
効
果
を
見
極
め
な
が

ら
、
当
該
都
市
計
画
の
存
廃
も
視

野
に
、
そ
の
あ
り
方
の
検
討
を
開

始
し
た
い
。

答

　
　

県
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
は
。

問　
　
知
事
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
化

学
分
析
に
関
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
認
定

の
取
得
は
、来
年
度
か
ら
、発
酵
食

答

　
　

将
来
を
見
据
え
た
県
政
運
営
は
。

問　
　
知
事
少
子
高
齢
化
や
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
人
手
不
足

の
顕
在
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
課
題
解
決
の
た

め
に
は
、Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技

術
革
新
の
成
果
を
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
来
年
度
か
ら
情
報
通
信
関
連
産

業
の
育
成
・
誘
致
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
情
報
通
信
関
連
分
野
の

人
材
育
成
等
を
推
進
す
る
。

　
来
年
度
は
、﹁
新
・
せ
と
う
ち
田

園
都
市
創
造
計
画
﹂
の
計
画
期
間

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
施
策
や
目
標
を
取
り

ま
と
め
た
次
期
総
合
計
画
を
策
定

し
た
い
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
今
後
も

県
及
び
各
市
町
が
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
効
果
的
・
効
率
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
県
土

を
生
か
し
、
国
の
動
向
に
よ
ら
ず
、

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
、
自
ら
の
未

来
を
切
り
拓
く
視
点
を
持
っ
て
、

県
と
市
町
、
市
町
間
の
柔
軟
な
連

携
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
。

答

　
　

警
察
官
の
能
力
向
上
へ
の
取

組
み
は
。

問　
　
岡
部
警
察
本
部
長
児
童
虐
待

事
件
の
発
生
を
受
け
、
警
察
学
校

答

　
　

大
規
模
災
害
に
備
え
た
体
制

づ
く
り
へ
の
取
組
み
は
。

問

品
研
究
所
で
、
専
用
分
析
室
確
保

の
た
め
の
施
設
改
修
や
、
分
析
に

必
要
な
機
器
の
整
備
の
ほ
か
、
管

理
体
制
の
構
築
な
ど
を
進
め
、
令

和
４
年
度
の
認
定
取
得
を
目
指
し

て
お
り
、
官
能
評
価
と
化
学
分
析

の
双
方
で
、
的
確
な
分
析
と
助
言

が
で
き
る
体
制
を
県
内
で
構
築

し
、
県
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
よ

り
一
層
の
品
質
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

　
来
年
度
は
、
海
外
技
術
者
に
よ

る
採
油
技
術
研
修
な
ど
に
取
り
組

み
、
本
県
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
一

層
の
高
品
質
化
を
図
る
ほ
か
、
全

国
に
先
駆
け
て
育
成
し
た
オ
リ
ー

ブ
新
品
種
の
苗
木
供
給
を
開
始

し
、
他
県
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

の
差
別
化
を
進
め
る
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｃ
公
式
パ
ネ
ル
が
評
価
し

た
本
県
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
高
品

の
専
科
教
養
に
﹁
児
童
虐
待
事
案

対
応
専
科
﹂
を
新
設
し
て
実
務
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

児
童
相
談
所
と
の
情
報
共
有
・
連

携
を
図
る
た
め
の
合
同
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

　
他
県
に
お
け
る
交
番
襲
撃
事
案

を
受
け
、県
下
全
駐
在
所
で
襲
撃
事

案
対
処
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、凶
悪
犯
罪
に
的
確
に
対
処
で
き

る
精
強
な
執
行
力
の
確
保
の
た
め
、

実
際
の
現
場
で
発
生
す
る
可
能
性

の
高
い
事
案
を
想
定
し
た
実
戦
的

訓
練
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
広
域
化
・
高
度
化
す
る
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
と
し
て
、
全
職
員

の
対
処
能
力
を
底
上
げ
す
る
た

め
、
部
内
検
定
の
取
得
促
進
や
、
教

養
・
研
修
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
備

え
る
た
め
、
自
治
体
等
関
係
機
関

と
連
携
し
た
避
難
誘
導
訓
練
、
災

害
対
策
本
部
設
置
訓
練
な
ど
、
有

事
を
想
定
し
た
実
戦
的
な
訓
練
を

行
い
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

質
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
ほ
か
、国
際
見
本
市
へ
の
出
展
な

ど
に
よ
る
情
報
発
信
に
努
め
る
。

IOCの認定取得を目指すオリーブオイルの化学分析
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※
1 

30
・
10
運
動
＝
宴
会
時
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、︿
乾
杯
後
30
分
間
﹀は
席
を
立
た
ず
に
料
理
を
楽
し
み︿
お
開
き
10
分
前
﹀に
な
っ
た
ら
、自
分
の
席
に
戻
っ
て
、再
度
料
理
を
楽
し
も
う
、と
呼
び
か
け
、食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
も
の
。

自民党議員会リベラル香川
山本 悟史 議員

答　
　
知
事
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け

て
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に
配
慮
し
た
料

理
づ
く
り
を
通
じ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
市
町
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
等
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
な
ど
、普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　
外
食
産
業
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
図
る
た
め
、﹁
30
・
10
運
動︵   

　 

　      

︶﹂

を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等

を
、忘
年
会
や
新
年
会
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
、企
業
・
団
体
や
飲
食
店
に
配
付
す
る

な
ど
、県
民
総
参
加
の
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
来
年
度
、
国
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、多
様
な
主
体
が
連
携
し
、総
合
的
に

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、﹁
香
川
県
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画︵
仮
称
︶﹂を
策

定
す
る
と
と
も
に
、食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
た
取
組
み
を
実
践
す
る
県
内
の
飲

食
店
を
協
力
店
と
し
て
登
録
し
、そ

の
取
組
み
に
つ
い
て
広
報
す
る
な

ど
、よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
を
図
る
。

答　
　
知
事
﹁
か
が
わ
働
き
方
改
革

推
進
宣
言
﹂を
行
っ
た
企
業
等
に
対

し
、優
れ
た
成
果
が
認
め
ら
れ
た
場

　
　

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た

取
組
み
は
。

問
　
　

県
内
中
小
企
業
の
働
き
方
改

革
の
推
進
へ
の
取
組
み
は
。

問

　
　
知
事
来
年
度
か
ら
﹁
ｅ

－

と

ぴ
あ
・
か
が
わ
﹂
を
拠
点
と
し
、
情

報
通
信
関
連
分
野
の
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、﹁
か
が
わ
Ａ
Ｉ
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
﹂
に
加
え
、
ア
プ
リ
等
の
開

発
に
活
用
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ス
キ
ル
を
短
期
集
中
的
に
学
ぶ

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
拠
点
施
設
に
は
、
講
座
で
学
ん

だ
人
材
等
に
よ
る
新
た
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
支
援
す
る
た

め
の
場
と
し
て
、
共
同
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
等
の
創
作
機
器
を
共
同
利
用

で
き
る
創
作
工
房
や
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
、
５
Ｇ
通
信
を
利
用
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
生

み
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
起
業
・

第
二
創
業
等
の
促
進
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
有
識
者
等
に
よ
る
個

別
の
技
術
指
導
や
専
属
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
各
種
相
談
な
ど

を
実
施
す
る
。

　
企
業
誘
致
助
成
金
の
対
象
拡
大

や
助
成
率
の
引
上
げ
な
ど
、
助
成

制
度
の
拡
充
を
行
い
、
県
内
へ
の

企
業
立
地
を
促
進
す
る
。

　
　

情
報
通
信
関
連
産
業
の
育

成
・
誘
致
は
。

問

答
　
　

新
県
立
体
育
館
の
整
備
は
。

問　
　
知
事
設
計
業
者
の
選
定
方
法

は
、
県
に
お
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
を
採
用
す
る
方
針
を
定
め
、

答

　
　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
は
。

問　
　
知
事
事
務
事
業
の
見
直
し
や

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の

強
化
な
ど
を
講
じ
つ
つ
、
限
ら
れ

た
財
源
を
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

﹁
災
害
に
強
い
香
川
づ
く
り
﹂と

答

﹁
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、
地
域
活

力
の
向
上
﹂
に
重
点
的
に
配
分
す

る
な
ど
、
最
終
年
度
を
迎
え
る

﹁
新
・
せ
と
う
ち
田
園
都
市
創
造
計

画
﹂
の
仕
上
げ
に
向
け
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
編
成
し
た
。

　﹁
信
頼
・
安
心
の
か
が
わ
﹂
で
は
、

河
川
・
海
岸
の
地
震
・
津
波
対
策

や
、
た
め
池
の
耐
震
改
修
な
ど
を

着
実
に
進
め
る
と
同
時
に
、
災
害

対
応
訓
練
等
を
強
化
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
防
災
・

減
災
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

﹁
成
長
す
る
か
が
わ
﹂
で
は
、
若
者

に
魅
力
の
あ
る
働
く
場
の
創
出
と

し
て
、
情
報
通
信
関
連
産
業
の
育

成
・
誘
致
に
新
た
に
取
り
組
む
。

﹁
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
か
が
わ
﹂
で

は
、
県
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
や
本
県
独
自
の
私
立
高
校
入

学
金
軽
減
補
助
制
度
の
創
設
な
ど

に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
に
加

え
、
犬
猫
の
譲
渡
推
進
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

　
　

香
川
用
水
施
設
の
老
朽
化
対

策
は
。

問答　
　
知
事
昭
和
50
年
の
本
格
通
水

か
ら
相
当
な
年
数
が
経
過
す
る
中
、

施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な
り
、
順

次
、
国
営
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、

老
朽
化
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い

る
が
、
共
用
区
間
の
う
ち
、
西
讃
地

域
に
用
水
を
供
給
し
て
い
る
高
瀬

支
線
の
区
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
規

模
な
改
修
事
業
の
対
象
と
な
っ
て

お
ら
ず
、
近
年
、
経
年
劣
化
に
よ
る

漏
水
事
故
が
頻
発
し
て
お
り
、
早
急

な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
県
議
会
と
も
ど

も
、
早
期
の
事
業
化
を
国
に
要
望

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
度

の
政
府
予
算
案
に
お
い
て
、﹁
香
川

用
水
施
設
緊
急
対
策
事
業
﹂
と
し

て
、
新
規
採
択
さ
れ
、
約
38
億
円
の

事
業
費
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
事
業
実
施
に
伴
う
農
家
負
担
は
、

香
川
用
水
の
広
域
的
な
重
要
性
や
近

年
の
厳
し
い
農
業
情
勢
、こ
れ
ま
で

の
共
用
区
間
で
の
整
備
に
係
る
負
担

割
合
な
ど
を
踏
ま
え
、県
が
負
担
し
、

事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
た
い
。

参
加
資
格
要
件
は
、
総
務
部
と
教

育
委
員
会
と
の
間
で
原
案
を
作
成

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
評
価
委
員

に
も
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
最
終

的
に
は
、
総
務
部
の
委
託
業
務
審

査
会
で
決
定
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

手
続
き
の
公
告
を
行
っ
た
。

　
建
設
工
事
費
は
、
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
受
託

者
が
行
っ
た
建
設
業
者
へ
の
聴

取
り
等
の
結
果
、
目
標
額
を
上
回

る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
屋
根

の
構
造
や
材
料
の
合
理
化
等
を

行
い
、
基
本
設
計
と
し
て
１
８
１

億
８
６
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
基
本
設
計
を
も
と
に
進
め
る
実

施
設
計
は
、
進
捗
状
況
を
県
議
会

に
報
告
し
、
県
議
会
や
各
方
面
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
機
能
性
、
利

便
性
の
確
保
、
工
事
費
遵
守
な
ど

十
分
意
を
用
い
た
設
計
を
進
め
、

県
民
の
待
ち
望
む
新
県
立
体
育
館

が
利
用
し
や
す
く
魅
力
あ
る
施
設

と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

※
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究
セ
ン
タ
ー
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制

を
整
え
、県
内
５
保
健
所
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
の
あ

る
方
の
電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し
24

時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
疑
い
の
あ
る
患
者
が
発
生
し
た
場

合
、保
健
所
で
そ
の
状
況
を
確
認
し

﹁
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
﹂
へ
の
受
診

を
調
整
す
る
と
と
も
に
、県
環
境
保

健
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
陽
性
が
判
明
し
た
場
合
、濃
厚
接

触
者
の
健
康
観
察
を
行
う
な
ど
、感

染
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
。

　
　
知
事
県
民
か
ら
感
染
へ
の
不

安
等
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

高
松
・
上
海
線
は
２
月
か
ら
３
月
の

計
36
往
復
が
運
休
し
た
。
中
国
を
中

心
に
海
外
か
ら
の
団
体
旅
行
等
の

キ
ャ
ン
セ
ル
や
、
海
外
へ
の
旅
行
商

品
の
催
行
停
止
な
ど
に
加
え
、
国
内

旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
出
始
め
る
な

ど
、
宿
泊
業
や
観
光
業
を
中
心
に
県

内
経
済
に
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。

　
庁
内
の
連
絡
会
議
で
情
報
共
有

を
図
る
と
と
も
に
、県
環
境
保
健
研

答

　
　

地
域
交
通
の
連
携
と
利
用
促

進
は
。

問

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
本
県
で
の
影
響
や
対
応
は
。

問

に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
﹁
お
い
で

ま
い
﹂
や
﹁
さ
ぬ
き
の
夢
﹂
は
、
香
川

県
主
要
農
作
物
種
子
協
会
と
﹁
種

子
の
生
産
な
ど
利
用
に
関
す
る
許

諾
契
約
﹂
を
締
結
し
、
種
子
を
利
用

す
る
範
囲
を
県
内
に
限
定
し
て
い

る
ほ
か
、
生
産
者
に
対
し
て
は
、
自

家
増
殖
種
子
の
無
断
譲
渡
を
禁
止

す
る
な
ど
、県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を

守
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

た
め
、
現
時
点
で
、
直
ち
に
条
例
の

制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、引
き
続

き
、
県
が
責
任
を
も
っ
て
、
種
子
の

安
定
供
給
体
制
を
構
築
し
、
農
業
者

が
安
心
し
て
高
品
質
な
農
産
物
を

生
産
し
、消
費
者
に
供
給
で
き
る
よ

う
、
各
方
面
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
、必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

　
　
知
事
﹁
香
川
県
主
要
農
作
物
採
種

事
業
実
施
要
領
﹂を
改
正
し
、従
来
の
種

子
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
県
の
役
割
を

明
記
し
、県
が
中
心
と
な
っ
て
、種
子
の

生
産
と
供
給
体
制
を
堅
持
し
て
お
り
、

優
良
な
種
子
の
生
産
と
供
給
が
円
滑

答
　
　

主
要
農
産
物
種
子
法
に
代
わ

る
条
例
制
定
の
考
え
は
。

問

　
　
知
事
今
年
度
は
、県
内
基
幹
量

販
店
で
旬
の
農
産
物
を
取
り
揃
え
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る﹁
か
が
わ﹃
旬
の
イ
チ

オ
シ
﹄農
産
物
フ
ェ
ア
﹂で
、オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
出
始
め
時
期
の
10
月

に
、専
門
家
に
よ
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
や
新
漬
け
の
食
べ
方
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、11
月
に
は
、飲
食
店
関
係
者

な
ど
を
対
象
に
、本
県
の
品
質
表
示

制
度
で
認
定
さ
れ
た
県
産
オ
リ
ー
ブ

答
　
　

オ
リ
ー
ブ
の
県
内
消
費
拡
大

へ
の
取
組
み
は
。

問

　
　
知
事
昨
年
10
月
に
、各
市
町
や

交
通
事
業
者
等
で
構
成
す
る
第
１
回

﹁
香
川
県
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
り
方

懇
談
会
﹂を
開
催
し
、１
月
31
日
の
第

２
回
懇
談
会
で
は
、
新
幹
線
を
骨
格

に
、
利
便
性
と
結
節
性
に
優
れ
た
持

続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
柱
と
し
た
、本
県
に
お
け
る
鉄
道
の

利
用
促
進
方
策
の
素
案
を
示
し
た
。

　﹁
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
﹂に
つ
い
て
は
、地
域

交
通
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

答

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
拡
大
、

鉄
道
駅
と
連
携
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
な
ど
交
通

モ
ー
ド
間
の
乗
り
継

ぎ
機
能
の
向
上
な
ど

の
取
組
み
の
議
論
を

行
っ
て
お
り
、３
月
に

開
催
予
定
の
第
３
回

懇
談
会
で
、本
県
に
お
け
る
鉄
道
の
利

用
促
進
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
方
策
策
定
後
も
、本
懇
談
会
な
ど

で
、実
施
主
体
で
あ
る
各
市
町
や
交

通
事
業
者
等
と
施
策
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、方
策
の

評
価
や
改
善
な
ど
意
見
交
換
し
、緊

密
に
連
携
し
施
策
に
取
り
組
む
。

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
組
み
は
。

問　
　
知
事
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
本
県
出
身

選
手
へ
の
支
援
は
、県
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
﹁
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手
強
化
事
業
﹂

を
実
施
し
、今
年
度
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
桃
田
賢
斗
選
手
を
は
じ
め
、14

答

競
技
21
名
を
指
定
し
、希
望
に
応
じ
、

国
内
外
の
試
合
へ
の
旅
費
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
も
、
香
川
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
を
通
じ
、選
手
や
団
体

の
強
化
指
定
を
行
い
、選
手
強
化
全

般
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る
な

ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
機
運
醸
成
で
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の

コ
ー
ス
に
、平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
で

被
災
し
た
丸
亀
城
を
含
む
な
ど
、復
興

五
輪
と
い
う
大
会
理
念
に
沿
っ
た

コ
ー
ス
設
定
を
行
い
、今
後
は
、各
市

町
に
も
協
力
い
た
だ
き
、沿
道
に
の
ぼ

り
や
横
断
幕
等
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、聖
火
リ
レ
ー
の
詳
細
ル
ー
ト
等
を

お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、全

戸
配
布
す
る
な
ど
、周
知
に
努
め
る
。

合
に
表
彰
し
た
り
、社
内
労
働
環
境

の
整
備
や
在
宅
勤
務
等
の
柔
軟
な

働
き
方
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
企
業
等
の
取
組
事
例

を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

情
報
発
信
し
て
お
り
、
今
後
は
、
こ

れ
ら
を
ま
と
め
た
事
例
集
を
作
成

し
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
積
極
的
に
紹
介
す
る
な
ど
、効
果

的
な
周
知
、
広
報
を
通
じ
て
、
優
良

事
例
の
横
展
開
に
つ
な
げ
る
。

　
自
社
内
に
人
材
が
お
ら
ず
、働
き
方

改
革
へ
の
取
組
み
が
十
分
に
進
ま
な
い

と
い
う
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、新
た

に
、社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
を

講
師
に
、現
状
分
析
、計
画
作
成
、実
践

等
の
各
段
階
に
応
じ
た
講
座
を
開
催
す

る
ほ
か
、
個
別
訪
問
等
に
よ
り
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る﹁
働
き
方
改
革
推
進

人
材
育
成
支
援
事
業
﹂を
実
施
し
、中
小

企
業
内
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
。

新型コロナウイルス啓発チラシ
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香川 芳文 議員

　
　

警
察
官
の
人
材
確
保
は
。

問答　
　
本
部
長
県
内
外
に
広
く
情
報

発
信
す
る
た
め
、県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体

を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

若
手
職
員
の
出
身
校
に
対
す
る
人

脈
を
生
か
し
た
募
集
活
動
を
強
化

す
る
た
め
、現
在
60
名
を
県
警
リ
ク

ル
ー
タ
ー
に
指
定
し
て
、後
輩
や
恩

師
等
へ
の
個
別
具
体
的
な
働
き
掛

け
を
推
進
し
て
い
る
。

　
警
察
業
務
を
実
体
験
で
き
る
就

職
説
明
会
や
就
業
意
識
を
高
め
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
参
加
者
ニ
ー
ズ
に
応

じ
、夕
刻
・
夜
間
や
休
日
、女
性
限
定

の
ミ
ニ
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

す
る
な
ど
、よ
り
多
く
の
受
験
希
望

者
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
警
察
に
対
す
る
要
望
の
多
様
化
・
複

雑
化
や
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
女
性

被
害
者
や
相
談
者
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、令
和
３
年
度
に
は
女
性
警

察
官
の
割
合
が
10
％
程
度
と
な
る
よ

う
計
画
的
に
採
用
し
て
お
り
、現
在

で
は
刑
事
や
交
通
な
ど
全
て
の
部
門

に
女
性
警
察
官
を
配
置
し
て
い
る
。

　
　
知
事
実
施
設
計
は
基
本
設
計

を
ベ
ー
ス
に
、施
設
内
部
を
具
体
的
に

検
討
し
て
お
り
、利
用
し
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団

体
を
は
じ
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
者

等
に
、
よ
り
具
体
的
な
図
面
や
設
備

案
を
示
し
、確
認
を
行
い
た
い
。ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
支
障
な
く
行
え
る

よ
う
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い

な
が
ら
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら

関
係
団
体
等
に
意
見
を
伺
い
た
い
。

　
建
設
工
事
費
は
、機
能
性
を
確
保

し
基
本
計
画
で
定
め
る
額
に
収
め

る
こ
と
が
必
要
で
、設
計
の
進
捗
に

応
じ
て
概
算
金
額
を
確
認
す
る
ほ

か
、
仮
設
工
事
や
鉄
骨
工
事
な
ど
、

施
工
面
か
ら
の
十
分
な
検
討
を
行

い
、細
部
を
よ
り
具
体
化
さ
せ
な
が

ら
実
勢
価
格
の
把
握
に
努
め
る
。

　
引
き
続
き
、
県
議
会
を
は
じ
め
、

各
方
面
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、機

能
性
や
利
便
性
の
確
保
、
ま
た
、
工

事
費
の
遵
守
な
ど
に
つ
い
て
、
十

分
意
を
用
い
た
設
計
を
進
め
る
。

答

　
　
知
事
産
業
廃
棄
物
を
多
量
に

排
出
す
る
事
業
者
に
対
す
る
減
量

化
や
適
正
処
理
へ
の
助
言
や
指
導

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、環
境
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
小
学
校
へ
の
出

前
講
座
や
環
境
学
習
会
で
の
体
験

学
習
な
ど
に
よ
り
県
民
へ
の
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に
、よ

り
効
果
的
に
取
り
組
む
た
め
、来
年

度
、
市
町
や
産
業
廃
棄
物
の
多
量

排
出
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
状
況
や
事

業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
処
分
方
法
等
の
実

態
調
査
を
実
施
し
、減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
率
向
上
に
向
け
た
課
題
を

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の

取
組
み
は
。　

問

　
　

新
県
立
体
育
館
の
実
施
設
計

に
ど
う
取
り
組
む
。

問

答

　
　
知
事
事
務
事
業
の
見
直
し
や

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の

強
化
な
ど
を
講
じ
つ
つ
、
限
ら
れ

た
財
源
を
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

﹁
災
害
に
強
い
香
川
づ
く
り
﹂
と

﹁
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、
地
域
活

力
の
向
上
﹂
に
重
点
的
に
配
分
す

る
な
ど
、
最
終
年
度
を
迎
え
る

﹁
新
・
せ
と
う
ち
田
園
都
市
創
造
計

画
﹂
の
仕
上
げ
に
向
け
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
編
成
し
た
。

　﹁
信
頼
・
安
心
の
か
が
わ
﹂
で
は
、

河
川
・
海
岸
の
地
震
・
津
波
対
策

や
、
た
め
池
の
耐
震
改
修
な
ど
を

　
　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
は
。

問答

自民党議員会自民党議員会

着
実
に
進
め
、
災
害
対
応
訓
練
等

を
強
化
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
で
の
防
災
・
減
災
対
策
を

強
力
に
推
進
す
る
。﹁
成
長
す
る
か

が
わ
﹂
で
は
、
情
報
通
信
関
連
産
業

の
育
成
・
誘
致
、﹁
絶
景
﹂
や
﹁
美
食
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
誘
客
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な
ど
、﹁
人
の
流

れ
を
香
川
へ
﹂
向
け
る
施
策
に
取

り
組
む
。﹁
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
か
が

わ
﹂
で
は
、
県
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
や
本
県
独
自
の
私
立
高

校
入
学
金
軽
減
補
助
制
度
の
創
設

な
ど
に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
等

に
取
り
組
む
。

　
　
教
育
長
平
成
26
年
に
閉
館
し

た
後
は
、機
械
警
備
の
費
用
な
ど
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
と
ど

め
、県
内
の
他
施
設
で
受
け
入
れ
困

難
な
大
型
の
体
育
器
具
な
ど
を
保

管
し
、大
会
を
開
催
す
る
際
に
貸
し

出
す
ほ
か
、駐
車
場
は
県
立
武
道
館

の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
今
後
の
取
扱
い
の
方
向
性
を
新
県
立

体
育
館
の
完
成
ま
で
に
示
し
た
い
と
し

て
き
た
が
、現
状
の
ま
ま
利
用
し
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
中
、旧
県
立
体
育
館
を

活
用
し
た
い
者
が
他
に
い
な
い
の
か
、県

答

以
外
の
第
三
者
機
関
に
保
存
を
委
ね
た

り
売
却
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

か
も
含
め
検
討
し
、で
き
る
だ
け
早
く
道

筋
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
来
年
度
か
ら
、庁
内
関
係
課
や
外

部
有
識
者
等
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、県
の
財
政
状
況
に
も
十
分
留
意

し
つ
つ
幅
広
く
検
討
を
進
め
、新
県

立
体
育
館
の
建
設
工
事
に
係
る
予

算
案
を
提
案
す
る
ま
で
に
、旧
県
立

体
育
館
の
取
扱
い
の
基
本
的
な
方

向
性
を
示
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

オ
イ
ル
が
高
品
質
で
あ
る
こ
と
の
理

解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、県
産
オ

イ
ル
と
新
漬
け
を
使
っ
た
調
理
実
習

等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

県
産
オ
リ
ー
ブ
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
の
創
出
に
取
り
組
ん
だ
。

　
来
年
度
は
、こ
う
し
た
取
組
み
に

加
え
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
得
ら

れ
た
消
費
者
や
販
売
店
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
、小
瓶
で
の
販
売
な
ど
消

費
者
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
よ
う
な

商
品
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
ほ

か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
オ
リ
ー
ブ
を

味
わ
い
親
し
め
る
よ
う
、学
校
給
食

で
の
提
供
に
も
取
り
組
み
、県
内
消

費
の
拡
大
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　
　

旧
県
立
体
育
館
を
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
。

問

2月定例会　代表質問7

答　
　
知
事
元
気
な
高
齢
者
が
、居
場

所
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を
担
う

﹁
地
域
支
え
合
い
活
動
リ
ー
ダ
ー
﹂の

養
成
や
、介
護
の
基
本
的
知
識
や
技

術
を
学
ぶ
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。

　
新
た
に
﹁
介
護
助
手
導
入
支
援
事

業
﹂
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
な
高
齢
者

を
、介
護
の
周
辺
業
務
を
行
う﹁
介
護
助

手
﹂と
し
て
育
成
し
、介
護
に
関
す
る
基

礎
的
な
事
前
研
修
の
開
催
や
、受
入
施

設
に
お
け
る
３
か
月
間
の
研
修
期
間
中

の
経
費
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、継
続

雇
用
に
つ
な
げ
る
取
組
み
を
実
施
し
た

り
、介
護
施
設
等
で
ニ
ー
ズ
が
高
い
傾

　
　

高
齢
者
が
活
躍
す
る
た
め

の
支
援
は
。

答

答　
　
知
事
資
金
面
で
は
、制
度
融
資

や﹁
新
か
が
わ
中
小
企
業
応
援
フ
ァ

ン
ド
等
事
業
﹂の
ほ
か
、設
備
投
資
資

金
に
対
す
る
利
子
補
給
補
助
や
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
等
に
係
る
経
費
助
成
な
ど
、

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　﹁
香
川
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂

を
活
用
し
た
事
業
承
継
診
断
の
実
施
等

で
、後
継
者
決
定
や
事
業
承
継
準
備
の

早
期
着
手
を
経
営
者
へ
働
き
か
け
た

り
、後
継
者
が
事
業
の
強
み
や
弱
み
を

理
解
し
、不
安
な
く
事
業
を
引
き
継
げ

る
よ
う
、か
が
わ
産
業
支
援
財
団
の
事

業
承
継
支
援
窓
口
等
で
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
や
問
題
解
決
の
助
言
を

行
う
ほ
か
、事
業
承
継
計
画
策
定
等
の

経
費
の
助
成
な
ど
、事
業
承
継
の
各
段

階
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

中
小
企
業
の
経
営
課
題
解

決
へ
の
支
援
は
。

問

問

答

答　
　
知
事
1
月
の
懇
談
会
で
、新
幹

線
を
骨
格
に
、利
便
性
と
結
節
性
に
優

れ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
柱
と
し
た
、鉄
道
利
用
促
進

方
策
の
素
案
を
示
し
た
。市
町
等
か

ら
、鉄
道
を
基
軸
と
し
た
バ
ス
路
線
の

再
編
や
駅
と
結
節
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、観
光
素
材
の
検
討

な
ど
、建
設
的
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、３
月
に
開
催
予
定
の
懇
談

会
に
お
い
て
、本
県
に
お
け
る
鉄
道
の

利
用
促
進
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
方
策
の
策
定
後
も
、実
施
主
体
で

あ
る
各
市
町
や
交
通
事
業
者
等
と

施
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
情

報
共
有
し
、方
策
の
評
価
や
改
善
な

ど
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、緊

密
に
連
携
し
て
施
策
に
取
り
組
む
。

　
新
た
に﹁
鉄
道
利
用
促
進
方
策
の

効
果
検
証
事
業
﹂
に
よ
り
、
鉄
道
な

ど
県
内
幹
線
交
通
の
将
来
交
通
需

要
を
推
計
し
、講
じ
る
施
策
の
定
量

　
　

本
県
に
お
け
る
鉄
道
の
利

用
促
進
方
策
は
。

問答

答　
　
知
事
﹁
オ
リ
ー
ブ
牛
﹂
は
、
生

産
拡
大
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導

入
支
援
等
に
加
え
、
新
た
に
、
増
頭

意
欲
が
あ
る
農
家
が
行
う
牛
舎
等

の
増
築
・
改
修
を
県
単
独
事
業
で
助

成
す
る
と
と
も
に
、堆
肥
生
産
施
設

等
の
整
備
を
支
援
し
、耕
種
農
家
の

土
づ
く
り
へ
の
良
質
な
堆
肥
活
用

な
ど
、耕
畜
連
携
に
よ
る
資
源
循
環

型
農
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、優
良
繁

殖
雌
牛
の
遺
伝
子
解
析
や
最
適
な

雄
牛
と
の
交
配
を
支
援
し
、﹁
脂
肪

の
質
﹂
が
高
い
高
品
質
な
﹁
オ
リ
ー

ブ
牛
﹂の
増
産
に
取
り
組
む
。

　﹁
オ
リ
ー
ブ
夢
豚
﹂、﹁
オ
リ
ー
ブ
豚
﹂

は
、畜
舎
整
備
や
機
械
導
入
の
支
援
に

よ
り
増
頭
を
図
り
、首
都
圏
の
量
販
店

等
で
の
取
扱
い
等
を
進
め
、一
層
の
生

産
振
興
と
販
売
促
進
を
支
援
す
る
。

　﹁
オ
リ
ー
ブ
地
鶏
﹂
は
、
増
羽
に
向

け
た
種
鶏
の
改
良
の
ほ
か
、
学
校
給

食
で
の
食
育
授
業
や
県
産
食
材
と

あ
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る

料
理
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
家
庭

消
費
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

　
　

オ
リ
ー
ブ
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
は
。

問答

　
　
知
事
来
年
度
当
初
予
算
と
補

正
予
算
を
合
わ
せ
、
１
１
３
億
円

余
を
計
上
し
、
河
川
の
防
災
・
減
災

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
ハ
ー
ド
対
策
は
、河
川
整
備
計
画
に

基
づ
く
河
川
改
修
や
、河
川
堤
防
の
強

化
対
策
等
を
着
実
に
推
進
す
る
ほ
か
、

樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削
は
、
新
た
に
、

柞
田
川
な
ど
６
河
川
で
着
手
す
る
。

　
　

近
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え

た
河
川
の
防
災
・
減
災
対
策
は
。

問答

　
ソ
フ
ト
対
策
は
、住
民
の
適
切
な

避
難
に
つ
な
が
る
河
川
情
報
の
提
供

を
行
う
た
め
、小
型
で
低
コ
ス
ト
の

危
機
管
理
型
水
位
計
や
、浸
水
の
危

険
性
が
高
い
箇
所
へ
の
河
川
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
新
た
に
住
民
の

避
難
判
断
の
目
安
と
な
る
水
位
の
提

供
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
ほ

か
、ダ
ム
下
流
河
川
で
の
想
定
さ
れ

る
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定

図
の
作
成
や
、水
位
周
知
河
川
の
新

た
な
指
定
に
向
け
調
査
を
進
め
て
い

る
弘
田
川
及
び
新
川
水
系
の
吉
田
川

の
早
期
の
指
定
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

抽
出
し
、
そ
れ
ら
に
応
じ
た
対
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
大
半
を
占
め
る
海
ご
み
対
策
推
進

に
向
け
て
、
対
岸
の
岡
山
県
と
の
連
携

に
よ
り
、
海
ご
み
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
瀬
戸
内
海
沿

岸
の
各
県
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、

広
域
に
よ
る
取
組
み
を
推
進
し
た
い
。環境キャラバン隊による小学校への出前講座

的
な
検
証
を
行
い
、施
策
が
よ
り
効

果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要
に

応
じ
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
、
宿
泊
業
や
観
光
業

を
中
心
に
影
響
が
出
て
き
て
お
り
、

商
工
労
働
部
の
中
小
企
業
対
策
相

談
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
が
、
国
の

緊
急
対
応
策
を
踏
ま
え
、
今
後
の
支

援
策
も
検
討
し
て
い
く
。

聴
や
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
支
援
を
行
う
な
ど
、高
齢
者
の
活

躍
の
場
を
よ
り
一
層
広
げ
て
い
く
。

　
高
齢
者
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

そ
の
能
力
を
生
か
し
、社
会
の
一
員
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、認
知

症
の
方
本
人
が
、希
望
や
生
き
が
い

を
持
ち
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
る

姿
を
、自
ら
の
言
葉
で
発
信
す
る
講

演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、認
知
症
の

高
齢
者
の
活
躍
を
支
援
し
て
い
く
。
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2月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 3月13日

自民党県政会

佐伯 明浩
議員議員

リベラル香川自民党県政会

木村 篤史松原 哲也
議員

自民党議員会

平木　享
議員議員

公明党議員会自民党県政会

広瀬 良隆新田耕造
議員

空港民営化の評価と今後の取組みは。
空港前駐車場の一部立体化や香港

線の増便など、活性化に向けた取組みが

着実に進展している。空港株式会社と連

携し、既存路線の増便や東南アジア諸国

や札幌等の国内主要都市への新規路線

開設を目指した働きかけを継続的に行う

ほか、カテゴリーⅢの計器着陸装置の整

備も粘り強く国に働きかけていく。

新型コロナウイルス感染症への対応は。

問問
答答

四国新幹線の実現に向けた取組は。
昨年８月の中四国サミットにおいて

新幹線整備の共同アピールを行ったほ

か、10月には四国新幹線整備促進期成

会が岡山・香川の経済界の懇談会にお

いて、波及効果調査を活用した働きかけ

を行った。リニア中央新幹線が新大阪

まで延伸される２０３７年の開業を目指

し、各市町長からも国に対して要望を

行っていただいている。

問問
答答

県内企業の海外展開の支援は。
ジェトロ香川内の「海外ビジネス展

開促進センター」にて企業への情報提

供や助言を行っている。台湾での県単

独商談会の開催や上海でのビジネスサ

ポーター設置に引き続き取り組み、タイ

で開催される地域最大の展示会への出

展に加え、来年度はベトナムで開催され

る商談会に初めて出展する予定である。

問問
答答ＧＩＧＡスクール構想（            ）整備

事業において、全ての県立学校に大容量

の校内通信ネットワークの整備を進め

ている。今後、これらの利活用状況や国

の整備方針を踏まえ、タブレット型パソ

コン等の追加整備を検討するとともに、

ＩＣＴ環境を生かし、各教科において、

学習活動の充実に取り組んでいく。

学校におけるＩＣＴ環境整備は。問問
答答

ホームページ等での情報発信や検

査体制の効率化を図るほか、関係機関

等と協議し病床確保等に取り組む。県

内産業の幅広い分野で大変厳しい状

況にあるため、制度融資の経済変動対

策融資の対象要件を緩和した。事態終

息の際には落ち込んだ需要の早期回

復に向けた観光プロモーション活動を

積極的に実施する。

問問
答答

県内企業の情報システム刷新に向
けた取組みは。

デジタルトランスフォーメーション

の潮流づくりは、企業の情報システム

の導入やデジタル技術活用の状況に応

じて、専門家を招いたセミナーの開催

などを通じ、経営者の意識啓発を図

る。デジタル技術の活用には、産業人

材の育成が不可欠であるため、来年度

からプログラミングスキルの習得やＩｏ

Ｔの導入に関する実践的な講座などを

実施し、企業の既存システムの検証も

担うことができる情報通信関連分野の

人材育成を推進する。

ＳＤＧs（         　 ）への取組みは。

問問

答答

県営住宅入居者の高齢化対策は。
住宅の機能向上を図るため、浴室等

へ給湯する設備などの設置を順次行

い、エレベータも規模が大きい住棟に

設置を進め、入居者の利便性の向上を

図るほか、長寿命化対策として外壁改

修工事を実施するなど、県営住宅のハー

ド面での改善に取り組んでいる。単身入

居が可能な住戸の募集を増やすほか、

若年層の単身者が入居できるよう、年

齢の下限を30歳以上に引き下げるなど

入居の機会の拡大を図っている。

問問
答答

県の様々な取組みをＳＤＧｓ達成に

向けて「見える化」し、情報発信してい

くことは、県内企業をはじめとする様々

な関係者との連携を促進し、地域全体

でＳＤＧｓ達成に向け取り組んでいくう

えで、重要であると考えており、県で

は、ＳＤＧｓの17のゴールと「新・せとう

ち田園都市創造計画」に沿って取り組

んでいる各種の施策との関係について

整理をし、県のホームページで公表す

るとともに、昨年５月にパネル展を開催

するなど、情報発信を行っている。

問問
答答

外国人労働者受入促進の取組みは。
新たに、技能実習生の受入れの留意

点や特定技能の説明等を行うセミナー

のほか、高度外国人材の活用事例を紹

介するセミナーを開催したい。留学生と

県内企業との交流会・企業説明会につ

いて、採用につながりやすい時期の開催

を検討するとともに、日本語研修に必要

な経費の一部を助成したい。

新・かがわ健やか子ども基金事業
の取組みは。

問問
答答

計画に基づき、老朽ため池の整備推進、

ため池の耐震化整備の推進、中小規模ため

池の防災対策の促進を３本柱に各種施策を

実施している。来年度は、老朽ため池の整備

として33か所の改修工事、ため池の耐震化

整備として中小規模ため池９か所の耐震補

強工事を実施する。ソフト対策は来年度末

までに、市町で全ての防災重点ため池の浸

水想定区域図が作成される予定である。

ため池の防災・減災対策は。問問
答答

各市町が来年度から３年間の事業

実施に向けた基金を造成する原資とし

て約３億円を交付し、配分は各市町の

０歳から14歳までの年少人口の実情を

考慮したい。この事業で各市町が行う

結婚・妊娠・出産の支援、子ども・子育

て支援の充実など、幅広い事業の実施

を支援する。

問問

答答

県立高校の再編は。
令和３年度から10年間の県立高校

の在り方を示す「魅力あふれる県立高

校推進ビジョン」の中で、石田、志度、

津田の３校の統合は、部活動を含め多

様な教育活動が可能となる学校規模を

確保するとともに、現在３校に設置して

いる学科の伝統を生かしながら、多様

な学びの選択肢を維持、発展させ、本

県の新たな高校教育のモデルとなるよ

うな高校にしたいと考えている。新しい

高校では、地元自治体や大学、企業、農

業法人等、多様な地域の主体と連携

し、東讃地域の将来を支える人材を育

成することで、ひいては地域の活性化

につなげていけるものと考えている。新

しい高校の在り方や設置場所等につい

て、既存の校地の活用も含め検討する

こととし、来年度、たたき台を作り、そ

れをもとに、地元の意見も十分に伺い

ながら進めていきたい。

　さぬき市の指定避難所である津田

高校の体育館は、現行の耐震基準によ

り建築された建物で、平成27年度に

は、屋根の防水工事を実施するなど必

要な整備を行っており、避難所としての

使用に支障はないものと考えている。

問問
答答

交通安全対策の取組みは。
交通死亡事故の特徴を踏まえ、死者

の多くを占める高齢者に対し、高齢者世

帯訪問活動等を通じたきめ細かい安全

指導を行うほか、シートベルトコンビン

サー（        　 ）を活用した参加・体験型

の交通安全教育等を通じ、シートベルト

着用意識の向上に努める。県警察ホーム

ページやラジオ放送などの広報媒体を

活用し、「前をよく視る」ことの重要性を

訴えるほか、新たな交通安全対策とし

て、横断歩道での歩行者の安全を確保

するための事業の実施を予定している。

問問
答答

新型コロナウイルス感染症への対応は。
「第一種感染症指定医療機関」とし

て県立中央病院を、「第二種感染症指定

医療機関」として、さぬき市民病院、小豆

島中央病院、高松市立みんなの病院、坂

出市立病院、三豊総合病院を指定し、合

計24床の病床を確保している。患者数

が増えたときに備え、医療機関等と協議

し、病床確保等に取り組む。

問問
答答

香川大学の危機管理学部の設置は。
県からの提案等を踏まえ、平成30年

４月に創造工学部に「防災・危機管理

コース」が設けられた。危機管理学部の

設置は、様々なニーズを踏まえる必要が

あるが、防災・危機管理コースの人材育

成に協力を行うほか、防災・危機管理分

野での人材育成の充実・強化が図られ

るよう、大学と一層、連携していきたい。

問問
答答

専門職大学等の充実は。
昨年６月、専門職大学等の設置へ

の配慮や財政的支援を国に要望した。

現在、国に設置認可申請中の「せとうち

観光専門職短期大学（仮称）」では、学

生の実務実習の県立施設での受け入

れや、授業科目や教育課程等の審議を

行う教育課程連携協議会に県職員が

就任するなど協力する。

問問
答答

ドクターヘリの安定的な運航の確保は。
フライトドクター・ナースの育成・確

保は、県立中央病院と香川大学医学部

附属病院の２病院を基地病院とし、両

病院の医師や看護師を中心に、継続

的な人材の育成・確保に努める。安定

的な運航の確保は、基地病院や医療

機関等と想定される事例の検証を行

うほか、ドクターヘリの要請基準や、

搬送患者の受入基準等のルールづく

りを行う。

問問
答答

※2 8ページ
右欄外参照

※3 9ページ
左欄外参照

※4 10ページ
右欄外参照教育現場におけるインターネット

社会への取組みは。
平成28年度からは、国立病院機構久

里浜医療センターが主催するネット・

ゲーム依存対策に関する研修に教職員を

派遣するなど人材育成に取り組むととも

に、スマートフォン等の利用の低年齢化

に伴い、今年度、幼児の保護者向けに冊

子を作成し、スマートフォンやゲーム機等

の適正な利用について啓発している。

問問

答答

地域における警察力の強化は。
新たに、警察署管内に移動交番車を

派遣して地域の実情等に応じたパトロー

ルや情報提供活動を開始する。新型の

拳銃入れや、事件・事故現場の動画を警

察本部等に送信できる機能や翻訳機

能を備えた通信端末を導入するほか、

24時間体制の多言語コールセンター

の運用開始に向けた準備を進める。

問問
答答

建設業における事業の引継ぎは。
昨年６月の建設業法改正で、建設業

の経営業務の管理責任者としての経験

を５年以上有している者が役員であるこ

とを必要とする規定を廃止することと

し、現在、国でこれに代わる要件の検討

を進めている。引き続き、法令や国の検

討結果も踏まえ、事業者それぞれの状

況に応じたきめ細かな対応に努める。

問問
答答

新県立体育館の整備費は。
建設工事費は基本計画で170億円か

ら190億円と試算されており、実施設計

においても、その進捗に応じて工事費を

確認しつつ、この額を確実に遵守できる

よう取り組む。請負契約後の賃金や物

価変動等による変更が生じる場合も考

えられるが、そうした予期できない変動

部分を除き、基本計画で示された額の

範囲内で整備できると考えている。

問問
答答

※
3 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
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大
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ク
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整
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し
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和
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階
の
全
児
童
・
生
徒
の
端
末
を
整
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と
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り
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様
な
子
供
た
ち
一
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一
人
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別
最
適
化
さ
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た
教
育
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め
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置
。
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2月 定例会 一 般

リベラル香川

米田 晴彦
議員議員

日本共産党議員団

秋山 時貞
自民党県政会

谷久 浩一
議員

公立の夜間中学の設置は。
夜間中学を必要とする方の動向を把

握するため、昨年秋からニーズ調査を

行ってきたところ、計５００件の回答のう

ち１７１人から夜間中学で学んでみたい

との回答があった。全体的な傾向は把

握できたが、まだ検討すべき課題もあ

り、今回の調査結果を各市町教育委員

会と共有し、協議をしていきたい。

問問
答答

国民健康保険料の改定の考え方は。
国に対し、子どもに係る均等割保険

料軽減措置の導入、国の定率負担の引

上げ、地方単独事業に係る国庫負担金

減額調整措置の廃止や、今後の財政支

援の確実な実施などを要望しており、国

に対してこれらの実現を強く求めてい

く。県の一般財源からの独自の繰り入

れは考えていない。

問問
答答

教員の働き方改革は。
今定例会に提案している「義務教育

諸学校の教育職員の給与等に関する

特別措置条例」の一部改正を踏まえ、

今後、教員が所定の勤務時間外に業務

を行う時間として外形的に把握できる

「時間外在校等時間」の上限に関する

規則等の整備を行う。学校閉庁日を拡

充するなど、全校種で教員が休暇を取

得しやすい環境づくりに努める。

問問
答答

日本遺産の活用に向けた取組みは。
日本遺産「石の島」は、関係自治体

等で構成する推進協議会に県も設立

当初から参画し、観光客の周遊や滞在

を促進するための施策を進めている。

国の補助金を活用し、多言語対応特設

サイトの開設などを行っており、今後、

ガイドの育成や無料アプリの制作等の

観光客の利便性向上にも取り組む。

問問
答答

教員の働き方改革は。
勤務時間の把握は、県立学校では、

時間外勤務記録票と併せ、一人一台パ

ソコンの電源のオンオフの時間を自動

で記録するほか、校外での業務時間は

出張復命書による確認などで行ってい

る。勤務間インターバルの確保の定め

は、適切な運用が図られるよう検討し

ている。

問問
答答

産後ケアの充実は。
出産後の母親の心身の不調を早期

に把握し、適切な支援に結びつけるた

めの産婦健康診査の導入が円滑に進

むよう、「産婦健康診査マニュアル」を

作成し、従事者への研修も行った。こ

れにより、全市町で産婦健康診査が実

施され、母子の心身のケアや育児のサ

ポートが必要と判断した場合には、「産

後ケア事業」の利用につないでいる。

問問
答答

新型インフルエンザ等対策特別措
置法の改正に伴う対応は。

県の区域を対象として国の緊急事態

宣言が出された場合に、特措法に定め

られた措置を行うにあたっては、各市町

と緊密な連携を図りながら実施する対

策は必要最小限のものとし、県民に対し

ては、テレビや新聞のほか、インターネッ

トを含めた多様な媒体を用いて、分かり

やすく説明するなど、理解を求める。

問問

答答

瀬戸内国際芸術祭の市町への支援は。
市町は地元調整や島内交通の整備な

ど、主に地元の受入れに関することを、

県は事業計画の策定や航路の整備など

の広域的な業務を担っている。次回に向

け、会場エリアの広さ等で市町間の負担

に極端な偏りが生じないよう、業務分担

の見直しや次回の計画策定業務の見直

しを行うなど市町業務の平準化、効率化

を推進し、市町の負担の軽減に努める。

問問
答答

キャッシュレス化の推進は。
事業者向けセミナーの周知のほか、

キャッシュレス化等に取り組む商店街

振興組合等への支援を行うなど、その

推進に取り組んできた。県も自動車税

にクレジットカードによる納付を導入す

るとともに、栗林公園等で電子マネー

等による入園料等収納を行っており、

今後その他の使用料等も含め、キャッ

シュレス収納を幅広く検討する。消費の

活性化等を図るため、９月から、マイナ

ンバーカード所有者対象に「マイナポイ

ント事業」が開始される。カード取得率

は、１月現在で１２パーセントであるが、

この事業を契機に、増加が見込まれる

ことから、新聞広告やチラシの全戸配

布などにより、マイナポイント事業の概

要などを分かりやすく紹介する。

問問
答答

オリーブ産業の強化は。
次期の「かがわオリーブ産業強化戦

略」は、「香川県オリーブ生産者ネット

ワーク」など生産者や事業者のほか、

学識経験者など各方面の意見を伺うと

ともに、今年度行っているマーケティン

グ調査の結果も踏まえ、策定を進める。

　平坦地での栽培を含めた栽培面積

の拡大は、小豆オリーブ研究所におい

て、土壌の改善技術を中心に研究を進

め、栽培技術の早期確立に努める。

問問
答答

新型コロナウイルス感染症による
県内経済への影響と対策は。

企業の資金繰り支援は、国の貸付制

度をより多くの企業が利用できるよう

幅広く周知していく。助成金等による財

政措置は、国に対し特に厳しい業種へ

の一時支給金の創設や制度融資の返

済猶予等の柔軟な対応を求めている。

感染が一定程度収束した段階における

経済対策も、国に対して要望している。

問問

答答

※
議
員
の
会
派
名
は
質
問
時
点
の
も
の
。
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自民党県政会

氏家 孝志
議員議員

リベラル香川自民党議員会

松岡 里佳松本 公継
議員

サンポート高松のまちづくりの検討は。
高松環状道路の整備は、琴電連続

立体交差事業やサンポート高松周辺の

まちづくりのあり方にも影響すると考え

ているため、サンポート高松付近以東の

整備に関係する琴電連続立体交差事業

について、来年度から、高松市と高松環

状道路の整備効果も見極め、その都市

計画の存廃も視野に検討を開始する。

問問
答答

大学等魅力づくりの支援は。
若者の県内定着に成果を挙げてい

る県内大学等に、より多くの補助金を配

分するよう昨年度から制度を見直した。

今後、今年度作成した「キャンパスガイ

ド」などで情報発信に努めるとともに、

県内大学等とより一層連携・協力を図

り、魅力づくりへの支援に取り組み、若

者の県内定着の促進を図りたい。

問問
答答

ネット・ゲーム依存対策は。
来年度新たに、ネット・ゲームに関す

る正しい知識や予防等に関する知識の

普及啓発を図るための講演会を開催す

るほか、医療提供体制の充実を図るた

め、相談から回復に至るまでの方法をマ

ニュアル化した回復プログラムを作成

し、その使用方法等について医療従事

者を対象にした研修会を開催したい。

問問
答答

「さぬき動物愛護センターしっぽの

森」の開所から1周年、約1万9千人が来

所し、４月から２月末までの譲渡数は

１,６２６頭で、昨年度同時期の保健所

での譲渡数に比べ、３６.９パーセント

増加している。新たに専用車両を整備

し、譲渡会など出張事業を実施するほ

か、専門家による講習会を開催し、ボラ

ンティア活動の広がりを図る。

動物愛護施策の推進は。問問
答答

新型コロナウイルス感染症による
学校教育への影響とその対応は。

幼児期における教育の充実は。
来年度からの就学前教育施設におけ

る取組みの方向性を示す「香川県就学前

教育振興指針」を、本年２月に策定した。

指針の実施について、幼稚園や保育所な

どの保育者が、共に子どもの育ちや学び

に視点を当て協議する中で、趣旨の共通

理解を図っていきたい。

問問
答答

新たに、防災以外のイベントと連携

して参加者に働きかけるなど、少しで

も防災に関心を持ってもらえるよう、普

及啓発に粘り強く取り組む。「地区防災

計画」の策定など、自主防災組織の先

進的な取組みの支援を継続するほか、

取組事例を広く情報発信することによ

り、自主防災組織の活性化を図る。

防災意識の向上と防災活動の促進は。問問
答答

臨時休業中の学習は、自宅で活用

できる文部科学省の学習支援サイトを

市町教育委員会に情報提供するほか、

休み明けに、可能な限り補習を行うな

ど、適切に対応する。心のケアは、児童

生徒やその保護者を対象とした心の相

談窓口について周知するほか、スクー

ルカウンセラーが適宜支援するなど、

不安解消に努める。

問問

答答

不動産取引時の水害情報の告知は。
不動産関連団体が主催する研修会

に水防担当職員を派遣し、近年の水害

リスクに関する行政の取組内容や情報

の解説等を行うとともに、宅地建物取

引業者が、取引時に、購入者等に対し

て、ハザードマップを提示して情報を提

供するよう周知を図っている。

問問
答答

無形の文化財の保存と活用は。
策定中の「香川県文化財保存活用大

綱」に、食文化や工芸技術の保存と伝承

を図ることや、伝統芸能等を披露する

場の確保などの環境整備を進めるため

の施策の方向性を盛り込み、無形の文

化財が地域の魅力向上や活性化につな

がるよう、保存と活用に一層取り組む。

問問
答答

小学校での英語教育への取組みは。
大学教授等を指導者に招聘し、英語

を使った授業の進め方や発音練習の実

践研修で指導技術の一層の向上を図る。

「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書く

こと」の４技能で、自分の考えや気持ち

を伝え合う力についても評価する。小中

学校連携事業の終了後も外国語指導助

手や地域人材を活用するとともに、地域

間、学校間等の格差を無くすため、中核

となる教員約２５０名を養成し、各学校

で実施する校内研修の充実を図る。

問問
答答

綾川の河川改修及び大雨時のダム
操作等への対応は。
問問

府中ダムより上流では、｢大規模特定

河川事業｣により、用地買収や河道拡幅

工事に着手している。長柄ダムは、既に、

嵩上げによる再開発事業を計画し洪水

調節機能の強化を図ることとしており、

市町が実施する防災訓練等にあわせ、

ダムの役割や仕組みを説明し、住民の適

切な避難行動につながるよう努める。

答答

ＩＣＴの活用等による投票率の向上
の取組みは。
問問

国は比較的安価なタブレット端末な

どの汎用機を活用し、安全な電子投票シ

ステムの導入の調査研究をしている。自書

が困難な有権者も容易に投票できるなど

のメリットがあるため、国の状況を注視

し、市町選挙管理委員会とも協議したい。

民生委員等の公務員の選挙運動は、ホー

ムページで具体例を掲載し法令を遵守し

た運動を行える環境が整うよう努める。

答答
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一
時
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が
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れ
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児
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ン
タ
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ハ
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の
開
催
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新
県
立
体
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館
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
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そ
の
ほ
か
、
情
報
通
信
関
連

産
業
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誘
致
の
促
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と
新
規

創
業
の
支
援
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労
働
相
談
の
状

況
、
地
域
公
共
交
通
網
の
再
構
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外
国
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観
光
客
の
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交

通
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便
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の
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新
型
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ロ
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の
対
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答
疑
い
の
あ
る
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し

た
場
合
、
保
健
所
で
状
況
を
確
認

し
、帰
国
者
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接
触
者
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へ
の
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診
を
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整
し
、
県
環
境
保
健
研
究

セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
行
う
。
本
県

で
は
３
月
３
日
現
在
で
52
人
の
検

査
を
行
い
全
て
陰
性
で
あ
っ
た
。

　
今
後
の
検
査
体
制
は
、検
査
件
数

の
増
加
が
予
想
さ
れ
、検
体
の
搬
入

の
都
度
実
施
す
る
方
法
か
ら
、緊
急

を
除
き
検
体
数
を
ま
と
め
て
一
日

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
流
れ
と
検

査
状
況
、今
後
の
検
査
体
制
は
。

二
回
行
う
体
制
を
検
討
し
て
い

る
。
調
整
が
整
い
次
第
、
新
し
い
体

制
に
移
行
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

答
全
庁
的
に
情
報
収
集
や
対
応

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
関
係
事

業
者
に
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
相
談
窓
口
や
制
度
融
資
な
ど
県

の
対
応
策
を
周
知
す
る
と
と
も
に

国
の
対
応
策
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
県
内
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、

県
制
度
融
資
に
つ
い
て
、
通
常
よ

り
低
い
保
証
料
率
で
利
用
で
き
る

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
四

号
の
地
域
指
定
を
受
け
る
と
と
も

問
県
の
取
り
組
み
は
。

に
、
制
度
融
資
の
﹁
経
済
変
動
対
策

融
資
﹂
に
お
い
て
、
対
象
要
件
を
緩

和
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
様
々
な
対
応
策
を
適
切
に
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、

相
談
窓
口
の
紹
介
や
融
資
制
度
の

周
知
、
新
た
な
情
報
提
供
に
留
意

し
な
が
ら
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
事
態
の

収
束
を
見
据
え
た
上
で
、
時
期
を

逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
航
空
路

線
の
運
航
再
開
に
向
け
た
活
動
や

国
内
外
か
ら
の
誘
客
活
動
を
速
や

か
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

夜
間
中
学
の
ニ
ー
ズ
調
査

答
本
調
査
は
、
本
県
に
夜
間
中

学
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
の
程
度

い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
、
計
5
0
0
件
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
夜
間
中
学
へ
の
入
学
意
向
に
つ

い
て
、﹁
自
分
が
学
ん
で
み
た
い
﹂

と
の
回
答
は
1
7
1
人
で
、
そ
の

う
ち
73
人
は
外
国
人
で
あ
っ
た
。

﹁
自
分
が
学
ん
で
み
た
い
﹂
と
回
答

し
た
理
由
と
し
て
は
、﹁
中
学
校
を

卒
業
し
た
が
学
び
直
し
た
い
﹂や
、

問
夜
間
中
学
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
み
は
。

﹁
外
国
人
で
あ
り
、
知
識
や
技
能
を

学
び
た
い
﹂
と
の
回
答
が
多
く
、
ど

の
市
町
に
夜
間
中
学
が
あ
れ
ば
通

う
こ
と
が
で
き
そ
う
か
と
の
問
い

に
は
、
複
数
回
答
で
あ
る
が
、
丸
亀

市
が
79
人
、
高
松
市
が
47
人
、
宇
多

津
町
が
32
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
今

回
の
調
査
を
通
し
て
、
夜
間
中
学

の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
県
内
の
全
体

的
な
傾
向
は
把
握
で
き
た
も
の

の
、
具
体
的
な
設
置
に
つ
い
て
は

分
析
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
ま

ず
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
各
市

町
教
育
委
員
会
と
共
有
し
、
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
文
教
厚
生
委
員
会

農
業
試
験
場
の
試
験
研
究
の

充
実・強
化

答
農
研
機
構
西
日
本
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
四
国
研
究
拠
点
と
の

共
同
研
究
の
テ
ー
マ
は
、﹁
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
大
規
模
生
産
技
術
の
開

発
﹂
で
、
研
究
期
間
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
の
３
年
間
で
、
４
月
か
ら

は
農
業
試
験
場
の
職
員
１
名
を
四

国
研
究
拠
点
に
派
遣
し
て
共
同
研

究
を
開
始
す
る
。
新
た
な
試
験
研

究
は
、現
在
、農
業
試
験
場
府
中
果

問
国
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研

究
の
具
体
的
内
容
と
進
め
方
及
び

新
た
に
取
り
組
む
試
験
研
究
は
。

樹
研
究
所
で
育
成
さ
れ
て
い
る
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
新
品
種
候
補
に

つ
い
て
、実
証
試
験
に
取
り
組
む
。

■
経
済
委
員
会

香川県環境保健研究センター

低コストハウスと県オリジナル品種「さぬきのめざめ」
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常
任
委
員
会
だ
よ
り

　
そ
の
ほ
か
、
県
内
大
学
の

魅
力
づ
く
り
、
財
政
運
営
、
次

代
の
音
楽
分
野
を
担
う
人
材

育
成
、
私
学
振
興
、
東
京
讃
岐

会
館
、
外
国
人
住
民
に
対
す

る
災
害
時
の
支
援
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
、
新
県

立
体
育
館
の
整
備
、
職
員
の

育
成
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
、
交
通
死
亡

事
故
抑
止
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪

等
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
、食
品
ロ
ス
の

削
減
、豊
島
廃
棄
物
等
処
理
施
設

撤
去
等
事
業
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
対
策
、
気
候
非
常
事
態
宣
言
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
よ
り
一
層
の
普
及
推

進
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
適
正
処
理
推

進
事
業
、
さ
ぬ
き
浜
街
道
の
整

備
、歩
行
者
の
安
全
対
策
、イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
民
間
住
宅

耐
震
対
策
支
援
事
業
、
汚
水
処

理
事
業
の
広
域
化
・
共
同
化
、建

設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

県
と
市
町
の
広
域
連
携

答
本
県
が
地
域
間
競
争
に
勝
ち

抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
必
要
な
施
策

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、そ
の
た
め
の
一
つ
の
方
策
と

し
て
、県
と
市
町
が
連
携
し
て
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。本
県
は
日
本
一
狭
い

県
で
あ
る
が
ゆ
え
に
連
携
し
や
す

い
面
も
あ
り
、
こ
う
し
た
本
県
の

強
み
を
生
か
し
て
連
携
し
て
い
く

問
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る

考
え
方
と
今
後
の
進
め
方
は
。

こ
と
が
、
県
と
市
町
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
今
回
﹁
県
・
市
町

広
域
連
携
推
進
事
業
﹂
を
立
ち
上

げ
、
来
年
度
か
ら
県
と
市
町
に
よ

る
勉
強
会
を
開
始
す
る
。

　
勉
強
会
の
具
体
的
な
進
め
方
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
県
と
市
町
の
将
来
の
た
め
に

広
域
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
共
有
を
図
っ
た
上
で
、
具

体
的
な
検
討
を
始
め
た
い
。
幅
広

く
検
討
す
る
こ
と
、
み
ん
な
が
納

得
し
た
上
で
進
め
て
い
く
こ
と
な

ど
に
十
分
気
を
付
け
な
が
ら
各
市

町
と
協
議
し
た
い
。

答
国
の
﹁
防
災
・
減
災
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対

策
﹂
の
活
用
等
に
よ
り
編
成
し
た

来
年
度
当
初
予
算
と
今
年
度
の
補

正
予
算
を
合
わ
せ
て
、
三
十
二
億

九
千
万
円
余
を
計
上
し
、
土
砂
災

害
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
ハ
ー
ド
整
備
は
、
優
先
度
や
緊

急
度
を
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
砂
防
ダ
ム
や
急
傾
斜
地
防
止

施
設
、地
す
べ
り
対
策
施
設
の
整

問
近
年
の
頻
発
化
・
激
甚
化
す

る
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
へ
の
取

組
み
は
。

備
な
ど
を
着
実
に
推
進
す
る
。

　
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
市
町

に
対
し
て
、
土
砂
災
害
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
積
極
的
に
実
施

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
訓
練
に
は
県
職
員
を
派
遣
す

る
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
、
要
配
慮
者
利
用
施

設
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
避

難
確
保
計
画
に
つ
い
て
、
対
象
施

設
す
べ
て
が
早
期
に
計
画
作
成

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
な
ど
、
国

や
各
市
町
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
土
砂
災
害
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

土
砂
災
害
対
策

■
総
務
委
員
会

■
環
境
建
設
委
員
会

大
規
模
災
害
時
の
市
町
へ
の
支
援

答
４
月
か
ら
運
用
開
始
予
定

の
次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
、
市
町
が
行
う
家
屋
調
査
か

ら
罹
災
証
明
書
発
行
ま
で
の
事
務

作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
被

災
者
支
援
機
能
を
新
た
に
導
入
す

る
。
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
避
難
所
の

管
理
機
能
や
被
災
状
況
な
ど
の
情

報
を
時
系
列
で
共
有
す
る
機
能
な

ど
も
導
入
し
、
各
市
町
の
災
害
応

急
対
応
を
支
援
し
た
い
。

　
統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

や
研
修
等
を
行
う
ほ
か
、
各
市
町

問
市
町
に
対
す
る
対
応
は
。

を
含
め
た
実
践
的
な
訓
練
を
繰
り

返
し
実
施
し
、
災
害
対
応
の
実
践

力
の
向
上
に
努
め
た
い
。

防災情報システムによる市町との訓練（イメージ）

森
林
環
境
譲
与
税

答
来
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税

の
県
へ
の
配
分
額
は
、
今
年
度
か
ら

約
８
０
０
万
円
増
の
約
２
３
０
０

万
円
、
各
市
町
へ
の
配
分
額
は
今
年

度
か
ら
約
７
１
０
０
万
円
増
の
約

１
億
３
４
０
０
万
円
と
見
込
む
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

﹁
か
が
わ
森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹂
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

産
認
証
木
材
製
品
の
品
質
の
検

証
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。増
額
さ
れ
る
森

問
県
と
各
市
町
へ
の
配
分
見
込

額
と
活
用
し
た
取
組
み
は
。

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森

林
組
合
等
へ
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。高性能林業機械（グラップル）



2月定例会の概要15

令
和
2
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
可
決

2
月
定
例
会
の
概
要

　
２
月
定
例
県
議
会
は
２
月
17
日
に

招
集
さ
れ
、
３
月
18
日
ま
で
の
31
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
令
和
2
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
案
や
各
種
条
例
案
な
ど
36
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
、知
事
か
ら
は
、最
終
年
度
を
迎
え
る

﹁
新
・
せ
と
う
ち
田
園
都
市
創
造
計
画
﹂

の
仕
上
げ
に
向
け
、
施
策
の
有
効
性
の

観
点
等
か
ら
の
事
務
事
業
の
見
直
し

や
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の

強
化
な
ど
、﹁
財
政
運
営
指
針
﹂
に
沿
っ

た
﹁
一
層
の
対
策
﹂
に
全
庁
的
に
取
り

組
む
一
方
で
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防

災
・
減
災
対
策
、
人
口
減
少
・
活
力
向
上

対
策
に
対
し
て
、地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
予
算
を
確

保
し
た
う
え
で
重
点
配
分
し
、将
来
の

発
展
に
資
す
る
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
国
の
令
和
元
年
度
の
補
正

予
算
の
追
加
配
分
等
を
踏
ま
え
た
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を

先
に
審
議
す
る
こ
と
を
決
め
、
当
日
可

決
し
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
に
は
、事
業
執
行
等
に
伴

う
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
の
7
案
が
追
加
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
１
議
案
が

追
加
上
程
さ
れ
た
後
、
各
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
知
事
提
出
44
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
条

例
案
等
２
件
及
び
意
見
書
案
２
件
を
可

決
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ

て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

可決された主な知事提出議案
令和元年度香川県一般会計補正予算
（２月17日提出分）国の補正予算への対応等に伴う総額73億円余の増額補正。
（3月11日提出分）事業執行等に伴う総額177億円余の減額補正。

香川県迷惑行為等防止条例の一部を改正する条例

香川県青少年保護育成条例の
一部を改正する条例

県民負担の適正化・公平化を図るため、当該収入を充てて執行

する事務に要する経費や国・他県における同種又は類似の料

金との均衡を保つ観点から、現行の使用料及び手数料を見直

すもの。

青少年がスマートフォン等で自ら撮影した、自分の裸の画像を送

信させられる等の被害を防ぐため、青少年に対し児童ポルノ等

の提供を求める行為等を禁止するとともに、罰則を設けるもの。

香川県使用料、手数料条例の一部を
改正する条例

社会情勢の変化、本県における迷惑事象の発生動向等を踏まえ、
卑わいな行為又は嫌がらせ行為として禁止する行為を拡大する
ため、所要の改正を行うもの。

香川県動物の愛護及び管理に関する条例
及び香川県事務処理の特例に関する条例の
一部を改正する条例
動物の愛護及び管理に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

本会議の様子

◆自由民主党香川県政会
◆香川県議会自由民主党議員会
◆リベラル香川
◆香川県議会公明党議員会
◆日本共産党香川県議会議員団
◆無所属

・・・・・・・・・・20人

・・・・  8人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8人

・・・・・・・・  2人

・・・・  2人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1人

議会各会派（令和２年３月１６日） 県内外の在住外国人や高齢者、視覚障害者など、紙面に
よる広報誌が読みにくい方々に幅広く議会情報を提供す
るため、多言語に対応し、音声読み上げ機能を備えた電
子書籍版広報誌を配信しています。
【閲覧方法】スマートフォン・タブレット端末用アプリ「カタログポケット」
（無料）をインストールしてご覧ください。また、パソコンのブラウザでも
閲覧可能です。（ブラウザによっては音声読み上げの機能が非対応）

多言語対応
電子書籍で
配信中！

アプリダウンロード
QRコード

ブラウザ版URL

https://www.catapoke.com/

iOS Android

14議員提出議案等　閉会中の委員会活動

閉
会
中
の
委
員
会
活
動〈
1
〜
2
月
中
〉

◆
総
合
防
災
対
策

　
特
別
委
員
会

︵
2
月
7
日
・
現
地
視
察
︶

四
国
電
力
︵
株
︶
香
川
支
店
高
松
電
気
ビ
ル

︵
高
松
市
︶
、
丸
亀
港
︵
丸
亀
市
︶、
大
谷
池

︵
綾
川
町
︶

◆
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

︵
1
月
22
日
・
現
地
視
察
︶

︵
株
︶
ラ
ブ
・
ラ
ボ
、
高
松
市
立
一
宮
幼
稚

園
、
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

︵
高
松
市
︶

◆
地
域
活
力
向
上
対
策

　
特
別
委
員
会

︵
1
月
29
日
・
現
地
視
察
︶

大
野
原
レ
タ
ス
集
出
荷
貯
蔵
施
設
︵
Ｊ
Ａ

香
川
県
豊
南
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
︶︵
観
音

寺
市
︶
、
松
賀
屋
、
三
豊
鶴
︵
三
豊
市
︶

◆
総
務
委
員
会

︵
2
月
13
日
・
現
地
視
察
︶

オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
︵
綾
川

町
︶
、
香
川
用
水
調
整
池
﹁
宝
山
湖
﹂
、
三
豊

警
察
署
︵
三
豊
市
︶ 

◆
環
境
建
設
委
員
会

︵
1
月
28
日
・
現
地
視
察
︶

県
道
大
屋
冨
築
港
宇
多
津
線
［
番
の
州
公
園

工
区
］︵
坂
出
市
︶、
県
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線

［
多
度
津
西
工
区
］︵
多
度
津
町
︶、
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
み
と
よ︵
三
豊
市
︶

◆
文
教
厚
生
委
員
会

︵
2
月
4
日
・
現
地
視
察
︶

さ
ぬ
き
市
歴
史
民
俗
資
料
館
︵
さ
ぬ
き

市
︶
、
高
松
市
立
み
ん
な
の
病
院
︵
高
松
市
︶

◆
経
済
委
員
会

︵
2
月
5
日
・
現
地
視
察
︶

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
﹁
田
中
北
部

地
区
﹂︵
三
木
町
︶
、
栗
林
公
園
、︵
株
︶
ル
ー

ヴ
︵
高
松
市
︶

ＪＡ香川県豊南地区営農センター（観音寺市）

オイスカ四国研修センター（綾川町）

議
員
提
出
議
案

❶
香
川
県
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策

　
条
例
議
案︵
可
決
︶

❷
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項
の

　
規
定
に
よ
る
知
事
専
決
処
分
指
定
事

　
項
の
一
部
を
改
正
す
る
議
案︵
可
決
︶

●
条
例
等

❶
社
会
資
本
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
案︵
可
決
︶

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

　
る
総
合
的
対
策
を
求
め
る
意
見
書
案

　︵
可
決
︶

●
意
見
書

請
願
・
陳
情

○
不
採
択
　
　
　
　
　
　
　
　   

1
件

・
厚
生
労
働
省
に
よ
る﹁
地
域
医
療
構
想
﹂

  

推
進
の
た
め
の
公
立
・
公
的
病
院
の﹁
再

  

編
・
統
合
﹂
に
抗
議
し
、
地
域
医
療
の
拡

  

充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
　
　
　
　
　
　
　   

2
件

・
厳
し
い
財
政
の
下
、
政
務
活
動
費
の
使

  

途
適
正
化
に
向
け
て
領
収
書
等
の
ホ
ー

  

ム
ペ
ー
ジ
公
開
等
を
早
急
に
実
現
す
る

  
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
る
意
見 

  

書
の
提
出
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

4
件

任
命
同
意
の
人
事
案
件

◆
香
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長

工
代
　
祐
司︵
同
意
︶

○
撤
回
承
認
　
　
　
　
　
　
　    

1
件

・
新
香
川
県
立
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

インターネット中継実施中！

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/
　　　　　　　pref_kagawa/WebView/rd/council.html

香川県議会ホームページで公開さ
れている本会議や委員会の生中継
や録画配信が、スマートフォンやタブ
レットでも視聴で
きます。

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会　
ホームページからも　
リンクしています▶▶

インターネット
中継を

ぜひご覧ください！
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作品は、次号から順次掲載します。どうぞお楽しみに！

第11回 香川県議会高校生フォトコンテスト入賞作品決定第11回 香川県議会高校生フォトコンテスト入賞作品決定

ホームページのURL   https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

「未来へ」  高松北高校2年 北條 杏奈さん（学校名・学年は昨年１月応募時のものです。）

　この写真は、琴電三条駅付近で撮影したものです。線路がずっと先まで続いている様子を未来へと続く道と表しました。実は撮影日

は台風が上陸した日で、暴風の中で一瞬の晴れ間を狙ったキセキの一枚です。今までは、この写真のような風景写真を多く撮影してい

たのですが、最近はポートレートを多く撮影しています。この写真のような良いと思える作品をまた撮影したいと思っています。

　「高校生フォトコンテスト」の入賞作品のうち、県議会
議長賞を各号の表紙としてお届けし、広報委員長賞及
び佳作を誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに、高校生の視点でとらえた

「香川」のあれこれをお楽しみください。
今月の表紙

高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

広
報
委
員
長
賞

「
未
来
へ
ジ
ャ
ン
プ
」

 

撮
影
者
：
小
豆
島
中
央
高
校
2
年

　
　
　
　
　
　
　
藪
脇 

由
佳
さ
ん

︵
学
校
名
・
学
年
は
昨
年
１
月
応
募
時
の
も
の
で
す
。︶

高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

佳
作

「一緒
に
」

　
　
　
撮
影
者：
坂
出
商
業
高
校
1
年 

清
水 

咲
良
さ
ん

　
　
　
　
　
　              

︵
学
校
名
・
学
年
は
昨
年
１
月
応
募
時
の
も
の
で
す
。︶

　

この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、
環境にやさしい植物油インクを使用しています。

観音寺第一高校
高松桜井高校
丸亀高校
坂出商業高校
高松第一高校

２年
１年
１年
１年
２年

喜田 真尋さん
砂川 和輝さん
名倉 里紗子さん
藤本 愛永さん
矢野 百花さん

「喜び」
「つくる楽しみ」
「共演」
「幸せの架け橋」
「時を共に」

多度津高校
多度津高校
坂出商業高校
香川中央高校
英明高校

２年
２年
１年
１年
２年

石丸 颯良さん
植松 大地さん
貴田 紅麗さん
北村 璃乃さん
東川 智徳さん

「フィニッシュ！」
「男達の正月」
「祭り」
「ＳＵＮＳＥＴ」
「海の音」

丸亀高校
小豆島中央高校
坂出高校
香川県藤井高校
香川高等専門学校

２年
１年
１年
１年
３年

川崎 朱里さん
坂本 奏海さん
真光 芽生さん
森崎 光星さん
柳谷 直哉さん

 かわさき　     あかり

 さかもと　　  かなみ

 さねみつ　　  めい

 もりさき　 　こうせい

やなぎたに　  なおや

「異世界へ」
「昼の星空」
「ナイスモデル！」
「Paradise of light」
「ある日の駅で」

香川県議会議長賞香川県議会議長賞 5点

香川県議会広報委員長賞香川県議会広報委員長賞 5点

香川県議会高校生フォトコンテスト佳作香川県議会高校生フォトコンテスト佳作 5点

 いしまる　　　そら

 うえまつ　     だいち

    きだ　　　  くれあ

 きたむら　　　りの

ひがしかわ　 とものり

    きた　　　 まひろ

 すながわ    　かずき

   なぐら　　　   りさこ

 ふじもと    　まなみ

    やの　　　  もか

「喜び」
観音寺第一高校 喜田 真尋さん

「つくる楽しみ」
高松桜井高校

砂川 和輝さん

「時を共に」
高松第一高校

矢野 百花さん

「共演」
丸亀高校 名倉 里紗子さん

「幸せの架け橋」
坂出商業高校 藤本 愛永さん

入賞作品は、
県議会ホームページに掲載中！！

※入賞者の学校名、学年は、募集締切（令和２年1月31日）時点のものです。

292点の応募をいただきました。
ありがとうございました。


